
(1) 一酸化窒素（NO）検出用蛍光試薬

 Diaminofluorescein-2（DAF-2）
特長
●組織や培養細胞が生成するNOをリアルタイムに観察できます。
●可視光励起なので、生体成分由来の蛍光の影響が少なくてすみます。
●可視光励起なので、細胞にダメージを与えません。
●中性条件でNOを捉え蛍光を発するので、PHを変えずに測定できます。
●高感度かつ特異的に測定できます。

測定原理
DAF-2のアミノ基がNOと反応し、励起波長495 nmで励起すると波長515 nmの緑色の蛍光を発します。

内容
DAF-2 1 mg（DMSO 0.55 mL中）
C20H14N2O5　
分子量：362.3

試薬の調製例
本品は約5 mMになっております。
使用時に中性のバッファー等で500倍程度に希釈してお使いください。
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適用例
●マクロファージ （i-NOS）
●血管平滑筋培養細胞 （i-NOS）
●血管内皮細胞 （e-NOS）

応用例
プレートリーダーによる培養液中NOの検出
96穴プレートに培養したマクロファージ様(RAW264.7)細胞にLPSとIFN-!でNO合成酵素を誘導させた後、DAF-2(10
μM)を溶かした培養液を加えて２時間後の上清の蛍光強度を測定。
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貯法：-20℃（遮光）

 

  ：危険物第四類第三石油類
（製造：積水メディカル（株））

 


